
1月12日（日）　賽の神（下富岡地区） 
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１月12日（日）、下富岡地区の
小正月行事「賽の神」の取材に行っ
てきました。　午後３時30分、今
年の年男・年女が点火。しばらく
して勢いよく燃え上がると大勢の
人がスルメ等を焼き始めました。
編集者はその様子を写真に撮り続
けましたが、大人の４倍～５倍は
ある巨大な賽の神から降り注ぐ燃
えカスで、顔に黒い斑点が出来て
しまいました。　さて、今年は地
元の人が「こんな日はめずらしい 
な～」と言うほど、穏やかな天候
のもと実施されました。編集者は
賽の神から煙がまっすぐ昇ってい
く様子を見て、昔の人が思ってい
た「神」というものをほんの少し
ですが感じたような気がしていま
す。 

公的年金は「世代間扶養」。私たち
現役世代の保険料で自分の祖父母
や親を含む年金受給世代に年金を
支給するしくみです。保険料を納め
ていないのは、自分の年金がなくな
るだけでなく、社会の一員としての責
任を果たしていないことにもなります。 
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〇第7回村民ボーリング大会 
　（見附ミナミボール） 

 
建国記念の日 

〇心配ごと相談 
 

〇配食サービス 

〇移行学級（桐島・島田小） 

 

〇心配ごと相談　〇風疹予防接種 
〇配食サービス　 

〇保育所一日入所 
　（平成15年度入所予定乳幼児） 

〇体験活動発表会　・委杖式 
・懇談会（桐島小） 

 

〇確定申告（3月17日まで） 

〇心配ごと相談 

〇配食サービス　 

〇年金相談所開設 

 

〇乳児検診 
〇心配ごと相談 

〇配食サービス 

〇固定資産税第4期納入期限　〇国民健康保険
2月期納入期限　〇介護保険料2月期納入期限 

 

 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 1 4 7人（－３人） 
　●男　2 , 4 9 0人（－３人） 
　●女　2 , 6 5 7人（±０人） 
世帯数　1 , 3 1 4戸（±０戸） 

※12月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
平成15年２月１日発行　№354 

発　行：和 島 村 役 場 
編　集：企 画 観 光 課 
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｛その年中に支払った医療費｝－ 

｛保険金などで補てんされる金額｝＝｛Ａ｝ 
 

｛Ａ｝－｛10万円又は所得の5％どちら

か少ない金額｝ 

＝医療費控除額（最高200万円） 

〈医療費控除額の計算方法〉 

             

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方 

 

　
次
の
計
算
を
し
て
、
医
療
費
控
除
額

の
あ
る
方
。
（
注
　
源
泉
徴
収
税
額
の

あ
る
方
に
限
り
還
付
さ
れ
ま
す
） 

 

◆
医
療
費
と
は
… 

　
医
師
等
に
よ
る
診
療
等
を
受
け
る
た

め
に
直
接
必
要
な
費
用
で
、
次
の
よ
う

な
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。 

①
医
師
・
歯
科
医
師
に
支
払
っ
た
診
療

費
・
治
療
費 

②
診
療
・
治
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
購

入
費
用 

③
入
院
費
・
通
院
費 

④
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
・

は
り
師
・
き
ゅ
う
師
な
ど
に
支
払
っ

た
施
術
費 

⑤
保
健
師
や
看
護
師
・
そ
の
他
療
養
上

の
世
話
を
受
け
る
た
め
特
別
に
依
頼

し
た
ひ
と
に
支
払
っ
た
費
用 

⑥
助
産
師
に
よ
る
分
娩
介
助
を
受
け
る

た
め
に
支
払
っ
た
費
用 

⑦
６
ヶ
月
以
上
寝
た
き
り
の
人
の
お
む

つ
代 

（
※
注
） 

・
医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
と
、
そ
の
証
明
書
を
も
ら
っ

た
日
以
後
の
「
お
む
つ
代
の
領
収
書
」

が
必
要
で
す
。 

・
領
収
書
に
は
、
お
む
つ
使
用
者
の
氏

名
お
よ
び
成
人
用
の
お
む
つ
代
で
あ

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

《
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
医
療
費

は
、
そ
の
年
に
実
際
に
支
払
っ
た
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
》 

 

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

　
次
の
よ
う
な
も
の
は
、
医
師
等
に
よ

る
診
療
費
の
費
用
と
は
い
え
ま
せ
ん
の

で
医
療
費
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

①
容
姿
を
美
化
し
、
容
ぼ
う
を
変
え
る

な
ど
の
目
的
で
支
払
っ
た
整
形
手
術

の
費
用 

②
健
康
増
進
や
病
気
予
防
な
ど
の
た
め

の
医
薬
品
の
購
入
費 

③
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康
診
断
の
た

め
の
費
用
（
但
し
、
健
康
診
断
の
結

果
、
重
大
な
疾
病
が
発
見
さ
れ
、
引

き
続
き
治
療
を
受
け
る
と
き
の
こ
の

費
用
は
医
療
費
に
含
ま
れ
ま
す
） 

④
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世
話
の
費

用 

⑤
治
療
を
目
的
と
し
な
い
近
視
・
遠
視

の
た
め
の
眼
鏡
の
購
入
費 

⑥
お
む
つ
（
前
記
⑦
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
）
・
寝
具
類
の
費
用
お
よ
び

医
師
等
に
支
払
っ
た
謝
礼
金 

⑦
通
院
に
自
家
用
車
を
使
用
し
た
場
合

の
ガ
ソ
リ
ン
代 

⑧
医
師
等
の
診
察
等
に
関
係
な
く
購
入

し
た
補
聴
器
等
の
購
入
費 

⑨
カ
ツ
ラ
の
購
入
費 

 

◆
「
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
い

い
ま
す 

①
支
払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
健
康
保
険

組
合
・
共
済
組
合
な
ど
か
ら
補
て
ん

を
受
け
る
医
療
費
・
分
娩
費
・
家
族

医
療
費
・
配
偶
者
分
娩
費
な
ど
の
給

付
金 

②
損
害
保
険
や
生
命
保
険
の
疾
病
障
害

特
約
等
に
も
と
づ
い
て
支
払
わ
れ
る

入
院
給
付
金 

③
加
害
者
か
ら
損
害
賠
償
と
し
て
補
て

ん
を
受
け
る
医
療
費
な
ど 

《
「
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
」
が
申
告
時
ま
で
に
確
定
し
て
い

な
い
場
合
に
は
、
見
込
額
に
よ
り
ま

す
》 

 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

ら
れ
る
方
へ 

 

◆
要
件
（
平
成

 14
年
入
居
の
場
合
） 

１
新
築
住
宅 

①
住
宅
取
得
後
６
ヶ
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と 

②
家
屋
の
床
面
積（
登
記
面
積
）が

 50
㎡

以
上
で
あ
る
こ
と 

③
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
、
専
ら

自
己
の
居
住
用
で
あ
る
こ
と 

④
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額
が
３

千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と 

⑤
入
居
し
た
年
及
び
そ
の
年
の
前
後
２

年
以
内
に
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例

（
３
千
万
円
の
特
別
控
除
、買
換
え
、

交
換
の
特
例
な
ど
）
を
受
け
て
い
な

い
か
、
又
は
受
け
な
い
こ
と 

⑥
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て

い
る
こ
と 

⑦
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
返
済
期
間
が

 10
年

以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う
に
分

割
し
て
返
済
す
る
こ
と 

２
中
古
住
宅 

①
１
（
新
築
住
宅
）
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
こ
と 

②
そ
の
家
屋
の
取
得
の
日
以
前

 20
年
以

内
（
耐
火
建
築
の
場
合
は

 25
年
以
内
）

に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と 

③
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ

と 

３
増
改
築 

①
増
改
築
を
し
た
後
の
家
屋
の
床
面
積

（
登
記
面
積
）
が

 50
㎡
以
上
で
、
し

か
も
１
（
新
築
住
宅
）
の
要
件
の
①
、

③
〜
⑦
に
あ
て
は
ま
る
こ
と 

②
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
、
大

規
模
の
模
様
替
え
の
工
事
で
あ
る
こ

と
に
つ
き
一
定
の
証
明
が
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と 

③
増
改
築
後
の
工
事
費
用
が
１
０
０
万

円
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と 

④
自
己
の
居
住
の
た
め
の
部
分
の
工
事

費
用
額
が
、
増
改
築
等
の
工
事
費
用

総
額
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と 

 

※
平
成

 14
年
１
月
１
日
か
ら

 12
月

 31
日

ま
で
に
居
住
し
た
場
合
は

 10
年
間
、

特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
法
改
正
や
諸
要
件
な
ど
に
よ
り

取
り
扱
い
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 
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所得税の確定申告 期間　2月17日（月）～3月17日（月） 

日

に

ち 

２
／
17
日

（月）
 

上
小
島
谷
、
中
小
島
谷 

下
小
島
谷
、
駅
前 

中
沢
、
梅
田 

東
保
内 

下
富
岡
、
若
野
浦 

阿
弥
陀
瀬
、
高
畑 

日
野
浦 

　
　
18
日

（火）
 

　
　
19
日

（水）
 

　
　
20
日

（木）
 

　
　
21
日

（金）
 

　
　
24
日

（月）
 

　
　
25
日

（火）
 

　
　
26
日

（水）
 

　
　
27
日

（木）
 

　
　
28
日

（金）
 

３
／
３
日

（月）
 

　
　
４
日

（火）
 

　
　
５
日

（水）
 

　
　
６
日

（木）
 

　
　
７
日

（金）
 

　
　
10
日

（月）
 

　
　
11
日

（火）
 

　
　
12
日

（水）
 

　
　
13
日

（木）
 

　
　
14
日

（金）
 

　
　
17
日

（月）
 

地
　
　
　
域 

村
田 

城
之
丘 

両
高 

上
桐 

三
瀬
ヶ
谷
、
北
野 

根
小
屋
、
荒
巻 

新
田
、
中
央 

下
町
上
、
下
町
下 

川
端
、
道
城
下 

法
善
町
、
寺
町
、
小
谷 

　 
         

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
自
身

が
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
、

納
税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。 

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

    

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成

 14
年
中
の
所

得
金
額
の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除
等
の

合
計
額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基

に
算
出
し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
と
定

率
減
税
額
を
超
え
る
と
き 

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

２
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る
と
き
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
が

 20
万
円
を
超
え
る
と
き 

    

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林
所

得
の
あ
る
人
で
、
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や

必
要
経
費
の
内
訳
を
記
載
し
た
収
支
内

訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

            

　
申
告
書
を
自
分
で
書
く
と
き
は
、
「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
申

告
書
の
書
き
方
」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
「
申
告
書
の
書
き
方
」
に
示
さ

れ
て
い
る
番
号
順
に
記
入
し
て
い
く
と
、

所
得
や
税
額
の
計
算
が
簡
単
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分

で
記
入
し
て
お
早
め
に
郵
送
な
ど
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

　
平
成

 14
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る
所

得
税
の
納
期
限
は
平
成

 15
年
３
月

 17
日

 （月）
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で
に
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
振
替
納
税
を
ま
だ
利
用
さ
れ
て

な
い
方
は
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が
省

け
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
な
い
振
替
納
税
が
と
て
も
便

利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

   

■
相
談
受
付 

　
午
前
９
時
〜

 11
時

 30
分 

　
午
後
１
時
〜
４
時

 30
分 

■
会
　
　
場 

　
和
島
村
役
場
３
階
「
大
会
議
室
」 

■
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は 

　
役
場
総
務
課
税
務
係
（
　

 74
―
３
１

１
１
　
内
線
２
６
１
・
２
６
２
）又
は
、

長
岡
税
務
署
（
　

 33
―
５
２
５
２
）へ 

 

                          

・
営
庶
業
関
係
の
方
は
、
和
島
村
で
の

相
談
日
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接

長
岡
税
務
署
等
へ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。 

・
日
程
表
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
の
で
、

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

ご
自
分
の
都
合
の
よ
い
日
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。 
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　寒くなるとふとんのまわりで火を使うこと
も多くなりますが、ちょっとしたはずみでふ
とんがはずれてストーブに接触したり、ふく
射熱などで火災が起きることがあります。暖
房器具の周りは常に整理整頓しておくように
気をつけましょう。 
　また寝タバコも火災原因の一つです。絶対
に止めましょう。 

　面倒だからといって火をつけたまま給油す
ることは大変危険です。給油する前はストー
ブの火を消しましょう。 
　また給油の後は燃料タンクのキャップをき
ちんとしめたかどうかを確認しましょう。 

　もしも火災がおきてしまったときのために、
お年寄りの寝室は、1階の出入り口の近くなど、
すばやく避難できる部屋にしてあげましょう。
出入り口と窓というふうに避難路が2方向あれば、
いざというとき簡単に避難でき安心です。普
段から隣近所の人に声をかけておき、協力し
てもらえるようにしておくことも重要です。 

　仏壇の線香やローソクが倒れて床に落ちたり、
カーテンがふれて燃えあがることがあります。
誰もいない部屋では、線香やローソクはつけっ
ぱなしにしないようにしてください。また最
近では、防火製品のカーテンやカーペットも
あります。このような部屋には、こちらもご
検討してみてはいかがでしょうか。 

　 

4

無
火
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に 

古
式
ゆ
か
し
く
伝
統
の
神
事 

1
月
 

10
日
は
何
の
日
？
 

楽
し
い
ひ
と
と
き
プ
レ
ゼ
ン
ト 

トピックス 

　
１
年
間
の
農
作
物
の
作
柄
を
占
う
伝

統
神
事
「
筒
粥
祭
」
が
１
月

 14
日

 （火）
の

夜
、
氏
子
の
み
な
さ
ん
や
関
係
者
ら
大

勢
の
人
が
見
守
る
な
か
、
島
崎
の
宇
奈

具
志
神
社
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
長
い
歴
史
を
持
つ
こ
の
神
事
は
、
豆

柄
で
炊
い
た
粥
に
葦
の
筒
を
入
れ
て
、

筒
の
中
に
入
っ
た
米
の
数
で
今
年
１
年

間
の
農
作
物
の
作
柄
を
占
う
と
い
う
も

の
。
３
粒
以
上
入
っ
て
い
れ
ば
大
吉
、

１
粒
か
２
粒
で
あ
れ
ば
吉
、
何
も
入
っ

て
い
な
け
れ
ば
半
吉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
結
果
は
と
い
う
と
、
苗
が
吉
、

麦
が
半
吉
、
大
豆
が
半
吉
、
早
稲
が
半

吉
、
中
稲
が
半
吉
、
晩
稲
が
半
吉
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　 

　
昨
年
の

 12
月

 26
日

 （木）
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
お
年
寄
り
を
ゆ
き

わ
り
荘
に
招
い
て
昼
食
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
日
頃
配
食
サ
ー
ビ

ス
に
携
わ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
ら
と
一
緒
に
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
時
間
を

す
ご
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昼
食
会
ま
で
の
待
ち
時
間
に

は
保
育
所
の
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
と
し

て
行
わ
れ
た
子
供
た
ち
の
歌
や
お
ゆ
う

ぎ
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
肩
た
た
き
の
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
、
参
加
者
は
子
供
た
ち

と
の
触
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

   

　
　
新
年
を
迎
え
て
火
災
や
災
害
の
な

い
１
年
間
を
と
、
決
意
も
新
た
に
和

島
村
消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
５
日

　 （日）  
、
役
場
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
　
式
典
で
は
久
須
美
村
長
が
「
災
害

は
予
期
せ
ぬ
も
の
で
あ
り
有
事
に
対

し
ま
し
て
の
訓
練
を
怠
る
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
団
員
各
位
は
訓
練
、
教

養
に
励
ま
れ
一
層
の
ご
精
進
を
お
願

い
し
ま
す
。
」
と
団
員
を
前
に
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。 

　
　
ま
た
式
典
の
後
に
は
ポ
ン
プ
車
と

小
型
ポ
ン
プ
２
台
に
よ
る
一
斉
放
水

が
行
わ
れ
、
一
年
間
の
無
火
災
へ
誓

い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

 

　 
            

　
北
辰
中
学
校
に
お
い
て
１
月

 10
日
は

１
１
０
番
の
日
と
い
う
こ
と
で
、
１
１

０
番
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
寸
劇
と
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
寸
劇
は
、
中
学
生
が
２
人
組
の
不
良

に
襲
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
警
察
官

６
人
の
熱
演
で
笑
い
あ
ふ
れ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
劇
の
中
で
携
帯
電

話
で
通
報
す
る
場
合
は
自
分
の
居
場
所

を
し
っ
か
り
と
言
う
こ
と
、
ま
た
名
前

を
い
う
こ
と
等
が
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
与
板

地
区
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
長
、

金
子
卓
史
さ
ん
が
「
少
年
補
導
員
活
動

を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
」
と
題
し
講
演

さ
れ
、
「
自
分
ひ
と
り
考
え
こ
ま
ず
、

家
族
、
友
達
、
先
生
に
悩
み
を
打
ち
明

け
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
受
け
る
側
の
友
達
も
素
直
に
真
剣

に
考
え
て
や
る
、
そ
う
い
う
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
。
」
と
講
演
さ
れ
、
生

徒
た
ち
は
真
剣
な
面
持
ち
で
話
し
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。 
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１
月
号
で
も
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、

３
月
実
施
の
教
室
に
定
員
に
余
裕
が
あ

り
ま
す
の
で
、
再
度
募
集
い
た
し
ま
す
。 

　
冬
場
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
も

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

■
対
　
象
…
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
方
、

　
　
　
　  

又
は
初
心
者
程
度
の
方 

■
期
　
日
…
３
月
２
日

 （日） 

■
会
　
場
…
池
の
平
ス
キ
ー
場 

■
募
集
定
員
…
５
名 

■
参
加
料
…
１
、０
０
０
円 

■
申
込
期
限
…
２
月
６
日

 （木） 

◎
お
申
し
込
み
は
公
民
館
へ 

（
q

 74
―
３
１
１
１
） 

 

　
和
島
村
卓
球
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
の
募

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
素
人
、
初
心

者
大
歓
迎
！
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
活
動
日
…
毎
週
木
曜 

■
場
　
所
…
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
等 

■
時
　
間
…
午
後
７
時
〜 

■
対
　
象
…

 18
歳
以
上
〜 

■
お
問
合
わ
せ 

　
和
島
村
体
育
協
会
事
務
局 

（
役
場
教
育
委
員
会
） 

（
q

 74
―
３
１
１
１
） 

卓
球
ク

卓
球
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　  

会
員
募
集

会
員
募
集 

卓
球
ク
ラ
ブ 

　
　  

会
員
募
集 

初
心
者

初
心
者
ス
キ
ー
教
室
教
室 

参
加
者
再
募
集

参
加
者
再
募
集 

初
心
者
ス
キ
ー
教
室 

参
加
者
再
募
集 

　
幼
い
頃
か
ら
ス
キ
ー
が
好
き
で
田
舎

で
山
道
を
滑
っ
た
こ
と
を
思
い
だ
し
も

う
一
度
滑
り
た
い
気
持
ち
が
あ
り
和
島

村
公
民
館
ス
キ
ー
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
実
技
指
導
の
先
生
に
教
え

て
い
た
だ
き
若
い
人
の
様
に
上
手
に
滑

れ
ま
せ
ん
け
ど
自
分
な
り
に
滑
っ
て
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
。
白
一
面
大
自
然
の

中
に
立
っ
た
時
の
あ
の
感
触
は
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
　
島
　
崎
　
　
　
　
　
小
林
　
節
子 

 

　
心
配
し
て
い
た
天
候
は
、
雨
、
雪
に

あ
た
る
こ
と
な
く
、
好
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
恵
ま
れ
、
楽
し
く
雪
と
触
れ
合
う

事
が
出
来
た
。
今
年
は
、
長
男
が
初
め

て
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
挑
戦
。
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
の
方
か
ら
指
導
を
受
け
、
沢
山
転

ん
で
い
た
様
子
だ
が
、
満
足
度
１
０
０

％
 （!?）

の
顔
を
し
て
い
た
。
三
男
も
頑
張
っ

て
ス
キ
ー
練
習
を
し
た
。
い
い
汗
か
い

て
楽
し
か
っ
た
。 

　
　
阿
弥
陀
瀬
　
　
　
八
子
　
由
美
子 

 

　
子
供
２
人
と
村
民
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に

初
め
て
参
加
し
、
池
の
平
ス
キ
ー
場
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ

お
兄
ち
ゃ
ん
は
１
日
伸
び
伸
び
と
ス
キ
ー

を
。
弟
は
午
前
中
の
ス
キ
ー
教
室
で
は

素
直
な
良
い
子
、
午
後
か
ら
は
手
に
お

え
な
い
い
つ
も
の
子
に
大
変
身
。
妻
の

日
頃
の
苦
労
を
痛
感
し
、
私
も
良
い
お

父
さ
ん
に
大
変
身
し
て
子
供
達
と
触
れ

合
う
事
の
出
来
た
日
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
上
　
桐
　
　
　
　
　
中
村
　
義
久 

   

　
小
学
１
、２
年
生
を
対
象
と
し
た
”わ

ん
ぱ
く
？
塾
　
冬
の
陣

“が
全
２
回
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
 12
月

 25
日

 （水）
は
、
中
学
校
美
術
講
師

の
井
口
直
子
先
生
の
指
導
で
、紙
粘
土
で

お
正
月
飾
り
や
お
せ
ち
料
理
を
作
り
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
、
自
分
の
服
が
汚
れ

る
こ
と
も
気
に
せ
ず
、夢
中
で
粘
土
を
こ

ね
、実
物
以
上
の
出
来
栄
え
？
の
お
せ
ち

料
理
が
出
来
上
が
り
、
皆
大
満
足
の
様

子
で
し
た
。 

　
ま
た
、１
月

 18
日

 （土）
は
、
勤
労
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
会
場
。外
の
気
温
は
、摂
氏
０
度
！

そ
ん
な
寒
さ
な
ん
て
お
構
い
な
し
。
子
ど

も
た
ち
は
、い
つ
も
ど
お
り
パ
ワ
ー
全
開
。

小
島
谷
駐
在
の
勝
美
俊
弘
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
」
を
学
習
し
た

子
ど
も
た
ち
。
ど
こ
に
転
が
る
か
分
か
ら

な
い
楕
円
状
の
ボ
ー
ル
を
必
死
に
追
い
か

け
、み
ん
な
汗
だ
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
す
が
の
”ポ

リ
ス
マ
ン

“も
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
パ
ワ
ー
に
タ
ジ
タ
ジ

 !?
で
し
た
。 

 

   

１
月

 19
日

 （日）
妙
高
高
原
　
池
の
平
温
泉

ス
キ
ー
場
を
会
場
に
『
村
民
ス
キ
ー
＆

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ツ
ア
ー

 in
池
の
平
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
七
五
三
を
迎
え
た
幼
児
か

ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

 49
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
「
子
ど
も
と
楽
し
そ
う
に
滑

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
「
白
銀
の
世
界
を
優

雅
に
楽
し
む
ス
キ
ー
ヤ
ー
」
「
子
ど
も

に
負
け
じ
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
初
挑
戦

す
る
お
父
さ
ん
」
「
お
父
さ
ん
、
ス
キ
ー

に
疲
れ
一
足
早
め
に
雪
見
酒
」
「
疲
れ

た
体
を
温
泉
で
癒
す
人
」
等
々
、
白
銀

の
世
界
を
皆
さ
ん
思
い
思
い
に
様
々
な

楽
し
み
方
を
し
た
１
日
ツ
ア
ー
と
な
り

ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
楽

し
い
思
い
出
を
夢
見
る
子
ど
も
た
ち
の

寝
顔
が
印
象
的
で
し
た
。 

    

　
私
は
、
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
初
め
て

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
や
り
ま
し
た
。
最
初

は
、
立
ち
上
が
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
片
桐
さ
ん
か
ら
教
え

て
も
ら
い
滑
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
滑
れ
た
時
は
、
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
友
達
と
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が

滑
れ
て
心
に
残
る
１
日
で
し
た
。
公
民

館
の
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
早
川
　
未
来
（
桐
島
小
学
校
６
年
生
） 
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和
島
村 

青
少
年
育
成
村
民
会
議
会
費
納
入
の
お
礼 

 

和島村青少年育成村民会議地区別会費納入一覧 和島村青少年育成村民会議地区別会費納入一覧 

　
和
島
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
で
は
、

昨
年

 11
月
か
ら

 12
月
に
か
け
て
各
地
域

の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
村
民
の
皆
様

か
ら
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
平
成

 13
年
と

ほ
ぼ
同
数
の
１
、
２
６
０
世
帯
か
ら
３

７
８
、
０
０
０
円
の
会
費
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
村
民
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
会
費
は
青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
い
道
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
７
・
８
月

に
、
村
内

 27
か
所
の
小
学
生
を
主
体
と

し
た
地
域
子
ど
も
会
と
各
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー

ク
ル
に
活
動
費
の
一
部
と
し
て
助
成
し

た
ほ
か
、
１
月
号
の
広
報
わ
し
ま
に
「
家

庭
の
日
の
作
文
」
を
掲
載
し
、
ま
た
中

学
校
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
助
成
し
ま
し
た
。 

　
青
少
年
育
成
村
民
会
議
で
は
、
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も

に
、
明
る
い
村
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

　
完
全
学
校
週
５
日
制
施
行
に
伴
い
、

子
供
た
ち
に
様
々
な
体
験
活
動
の
機
会

を
提
供
し
て
き
た
「
こ
な
か
ク
ラ
ブ
」

は
本
年
度
最
後
の
活
動
と
し
て
「
ミ
ニ

門
松
造
り
」
を
行
い
ま
し
た
。 

　
中
村
園
芸
の
中
村
太
一
郎
さ
ん
を
メ

イ
ン
講
師
と
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん

や
役
場
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
す

る
中
、
子
供
た
ち
は
一
生
懸
命
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。 

　
最
初
は
、
の
こ
ぎ
り
を
挽
く
手
も
お

ぼ
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
作
業
に
も

徐
々
に
な
れ
、
最
後
に
は
全
員
が
り
っ

ぱ
な
ミ
ニ
門
松
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
今
年
度
の
活
動
は
こ
れ
で

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
「
こ
な
か
ク

ラ
ブ
」
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
、
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
、
講
師
先
生
や
地
域
の

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

地区名 会費 地区名 会　費 

上 小 島 谷  9,300 上 桐  27,300

中 小 島 谷  12,900 三 瀬 ヶ 谷  4,500

下 小 島 谷  15,600 北 野  18,900

駅 　 　 前  30,000 根 小 屋  5,700

下 　 富　岡  16,800 荒 巻  15,300

若 　 野　浦  4,200 新 田  6,900

阿 弥 陀 瀬  8,400 中 央  11,400

高 　 　 畑  6,300 下 町 上  17,100

日 　 野　浦  13,200 下 町 下  18,300

中 　 　 沢  16,800 川 端  9,600

梅 　 　 田  5,400 道 城 下  8,700

東 　 保　内  27,600 法 善 町  6,600

村 　 　 田  18,000 寺 町  7,800

城 　 之　丘  11,400 小 谷  2,100

両 　 　 高  21,900 合 計  378,000

　 
   

　
中
学
生
を
対
象
と
し
た
”

ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル

“
が
１

月
 11
日
、

 12
日
の
２
日
間
の
日
程
で
妙

高
池
の
平
温
泉
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た

 10
名
の
内
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
し
た
生
徒
が
９
名
も
い
て
、
改
め

て
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
人
気
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
も
う
１
人
は
シ
ョ
ー
ト
ス

キ
ー
と
い
う
ス
キ
ー
板
が
１
メ
ー
ト
ル

程
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
ス
キ
ー
に
挑
戦
、

生
徒
た
ち
は
雄
大
な
白
銀
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
思
い
思
い
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い

て
い
ま
し
た
。 

天
候
は
あ
い
に
く
の
曇
り
で
し
た
が
、

妙
高
と
い
う
ぜ
い
た
く
な
フ
ィ
ー
ル
ド

を
存
分
に
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。 

 



９ 　 

今 月 の テ ー マ 

給与所得者の 
確定申告 

　
平
成

 14
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
が
平
成

 15
年
２

月
 17
日

 （月）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
給
与
所
得

者
で
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
や
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

  

　
給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う

な
場
合
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

　
給
与
所
得
者
の
方
で
確
定
申
告
が

必
要
と
な
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
方

で
す
。 

①
平
成

 14
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が
２
、

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合  

②
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
方
で
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

 20
万
円
を

超
え
る
場
合 

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

方
な
ど 

 

　
確
定
申
告
に
よ
る
税
金
は
、
ど
う

や
っ
て
納
め
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？ 
 

　
税
金
の
納
付
は
、
納
付
書
に
現
金

を
添
え
て
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り

の
銀
行
や
郵
便
局
、
ま
た
は
所
轄
の
税
務

署
で
納
付
し
ま
す
。
税
務
署
か
ら
は
納
付

書
の
送
付
や
納
税
通
知
な
ど
に
よ
る
お
知

ら
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
納
付
書
は
、
税
務
署
の
ほ
か
銀
行

や
郵
便
局
に
用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
所
得
税
の
納
付
の
方
法
と

し
て
、
「
振
替
納
税
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

振
替
納
税
制
度
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
国
庫
に
振
替
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
納
税
す
る
も
の
で
す
。
申
告

期
限
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合

に
限
り
利
用
で
き
ま
す
。 

           

納
期
限
に
納
税
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

ど
う
な
る
の
で
す
か
。 

 

　
納
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納

付
の
日
ま
で
の
延
滞
税
を
併
せ
て
納
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
振
替
納
税

に
つ
い
て
も
残
高
不
足
等
で
振
替
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
同
様
に
納
期
限
の
翌

日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。 

　
平
成

 14
年
分
の
所
得
税
の
納
期
限
は
、

平
成

 15
年
３
月

 17
日

 （土）
で
す
が
、
こ
の
納

期
限
後
に
納
付
し
た
場
合
の
延
滞
税
の
割

合
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

平
成

 15
年
３
月

 18
日
か
ら
同
年
５
月

 17
日

ま
で
…
年 

４
、
１
％ 

平
成

 15
年
５
月

 18
日
以
後
…
年

 14
、
６
％ 

  

　
給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
の
必
要

が
な
い
方
で
も
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
控
除
を
受
け
、
納
め
た
税
金
が
還
付
さ

れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
場
合

で
す
か
？ 

 

　
還
付
の
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の

よ
う
な
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方
で
す
。 

①
雑
損
控
除 

地
震
、火
災
、風
水
害
な
ど
の
災
害
や
盗
難
、

横
領
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
の
資
産
に

損
害
を
受
け
た
場
合
や
災
害
な
ど
に
関
連

し
て
や
む
を
得
な
い
支
出
を
し
た
場
合 

②
医
療
費
控
除 

病
気
や
け
が
な
ど
で
一
定
の
金
額
以
上
の

医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合 

③
住
宅
借
入
金
（
取
得
）
等
特
別
控
除 

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
家
屋
の
新
築
、

購
入
、
増
改
築
を
し
て
平
成
９
年
１
月
１

日
か
ら
平
成

 14
年

 12
月

 31
日
ま
で
の
間
に

居
住
し
た
場
合
（
新
築
等
の
日
か
ら
６
か

月
以
内
に
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
限

る
。
）
で
、
そ
の
家
屋
の
新
築
等
の
た
め

の
借
入
金
が
あ
る
な
ど
の
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合 

 
　
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
る
医
療

費
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？ 

 

　
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

次
の
よ
う
な
費
用
で
す
。 

・
医
師
、
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
や
治
療

の
費
用
、
ま
た
療
養
の
た
め
の
医
薬

品
の
購
入
費  

・
病
院
や
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
に
収
容
さ
れ
る
た
め
の
費
用 

・
治
療
の
た
め
の
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
な
ど

に
よ
る
施
術
費
な
ど
。 

・
保
健
師
や
看
護
師
、
准
看
護
師
な
ど
に

よ
る
療
養
上
の
世
話 

・
通
院
費
用
、
入
院
の
部
屋
代
や
食
事
代

の
費
用
、
医
療
用
器
具
の
購
入
代
や
貸

借
料
の
費
用
で
、
通
常
必
要
な
も
の  

・
義
手
、
義
足
、
松
葉
づ
え
、
義
歯
な
ど

の
購
入
費
用  

・
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
知
的
障
害
者
福

祉
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

や
市
町
村
に
納
付
す
る
費
用
の
う
ち
、

医
師
な
ど
の
診
療
費
用
や
通
常
必
要

な
医
療
用
器
具
の
購
入
費
用
な
ど 

 

　
な
お
控
除
額
は
、「（
平
成

 14
年
中
に
支

払
っ
た
医
療
費
の
総
額
）―（
保
険
金
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
）―

 10
万
円(

ま
た

は
、
合
計
所
得
金
額
の
５
%
の
い
ず
れ
か

少
な
い
金
額
）」で
算
出
さ
れ
、
最
高
２
０

０
万
円
ま
で
が
控
除
さ
れ
ま
す
。 
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地
域
名 
氏
　
　
　
　
名 

上
小
島
谷 

中
小
島
谷 

下
小
島
谷 

駅
　
　
前 

小

島

谷 

下

富

岡 

若

野

浦 

阿
弥
陀
瀬 

高
　
　
畑 

日

野

浦 

中
　
　
沢 

梅
　
　
田 

東

保

内 

村
　
　
田 

城

之

丘 

両
　
　
高 

佐
々
木
　
　
　
功 

久
　
住
　
憲
　
保 

山
　
田
　
信
　
一 

小
　
熊
　
教
　
男 

久
　
住
　
　
　
等 

久
　
住
　
英
　
幸 

狩
　
野
　
勇
貴
夫 

藤
　
田
　
　
　
功 

大
　
矢
　
　
　
博 

高
　
見
　
正
　
志 

高
　
橋
　
長
　
三 

久
須
美
　
寿
　
彦 

松
　
永
　
　
　
昭 

矢
　
沢
　
健
　
一 

小
　
林
　
善
　
弘 

小
　
黒
　
　
　
勇 

 

地
域
名 

氏
　
　
　
　
名 

上
　
　
桐 

三
瀬
ヶ
谷 

北
　
　
野 

根

小

屋 

荒
　
　
巻 

新
　
　
田 

中
　
　
央 

下

町

上 

下

町

下 

川
　
　
端 

道

城

下 

法

善

町 

寺
　
　
町 

小
　
　
谷 

島
　
　
崎 

矢
　
島
　
茂
　
春 

竹
　
内
　
　
　
進 

菊
　
地
　
勝
　
也 

栗
　
林
　
仁
六
郎 

倉
　
部
　
昭
　
一 

早
　
川
　
清
　
松 

近
　
藤
　
初
　
男 

早
　
川
　
春
　
一 

早
　
川
　
秀
　
一 

早
　
川
　
　
　
寿 

山
　
田
　
達
　
平 

早
　
川
　
忠
　
男 

桑
　
原
　
三
市
郎 

河
　
上
　
康
　
栄 

早
　
川
　
浅
五
郎 

平
成
15
年
１
月
23
日
現
在 

　
平
成

 15
年
の
各
地
区
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
１
年
間
、
み
な
さ
ん

と
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

 
 

◎
児
童
扶
養
手
当 

 

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
児
童
が
育
成
さ
れ

る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。 

◎
対
象
者 

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
、

主
に
母
子
家
庭
等
の
母
な
ど
が
監

護
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 （1）
父
母
が
離
婚
し
た
児
童 

 （2）
父
が
死
亡
し
た
児
童 

 （3）
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
（
年
金
の

障
害
等
級
が
１
級
程
度
）に
あ
る
児

童
で
、
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
児
童 

 （4）
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童 

 （5）
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童 

 （6）
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年

以
上
刑
務
所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童 

 （7）
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

児
童 

 （8）
棄
児
な
ど
で
出
生
の
事
情
が
明
ら
か

で
な
い
児
童 

 

◎
支
給
内
容 

　
（
世
帯
の
所
得
額
に
よ
る
制
限
あ
り
） 

・
全
部
支
給 

　
↓
月
額
４
２
、３
７
０
円 

・一
部
支
給 

　
↓
所
得
に
応
じ
て
、４
２
、３
６
０
円

か
ら
１
０
、０
０
０
円
ま
で
の

 10
円

き
ざ
み
の
金
額
と
な
り
ま
す
。 

◎
支
給
手
続 

　
次
の
書
類
を
ご
持
参
の
上
、
住
民
課

住
民
福
祉
係
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。 

・
請
求
者
及
び
対
象
児
童
の
戸
籍
の
全

部
事
項
照
明 

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
続
柄
、

本
籍
表
示
の
あ
る
も
の
。
） 

・
公
的
年
金
調
書 

・
口
座
振
替
申
込
書
（
金
融
機
関
に
確

認
印
が
必
要
） 

・
認
印
、そ
の
他
請
求
の
内
容
に
よ
り
必

要
と
な
る
書
類
、
証
明
書 

 

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当 

 

　
精
神
又
は
身
体
（
内
科
的
疾
患
を
含

む
。
）に
一
定
の
障
害
を
有
す
る
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
支
給
す
る
手
当
で
す
。 

 

◎
対
　
象 

　
知
的
障
害
者
も
し
く
は
身
体
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
、も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。 

◎
支
給
内
容 

・
重
度
の
場
合 

　
↓
月
額
５
１
、５
５
０
円 

・
中
度
の
場
合 

　
↓
月
額
３
４
、３
３
０
円 

※
児
童
福
祉
施
設
入
所
者
（
母
子
入

所
は
除
く
）や
所
得
が
制
限
以
上
の
人

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

◎
支
給
手
続 

　
次
の
書
類
を
ご
持
参
の
上
、
住
民
課

住
民
福
祉
係
で
手
続
を
し
て
下
さ
い
。 

・
請
求
者
及
び
対
象
児
童
の
戸
籍
の
全

部
事
項
証
明 

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
続
柄
、

本
籍
表
示
の
あ
る
も
の
。
） 

・
対
象
児
童
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の

診
断
書（
用
紙
は
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。） 

・
認
印
、そ
の
他
請
求
の
内
容
に
よ
り
必

要
と
な
る
書
類
、
証
明
書
な
ど 

・
請
求
者
名
義
の
郵
便
局
の
通
帳 

◎
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
・
住
民
福

祉
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
q

 74
―
３
１
１
１
） 

 



11 　 

無
料
税
務
相
談 

　
　
　
　
　
の
ご
案
内 

土
壌
汚
染
対
策
法
が 

　
　
　
施
行
さ
れ
ま
す 

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
を 

　
遵
守
し
て
く
だ
さ
い 

 

相談電話 025－285－4165 
 
　新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやそ
の家族の方々が抱える悩みごとや、心配ごとの相談を
無料でお受けしています。 
　なお、平成15年2月から3月の相談日程は次の通りです。 

相談の種類 相談時間  2月  3月  

よろず相談 
毎週月曜日から金曜日　9：00～17：00まで 

　　　　　　（土日祝日・年末年始は除く） 

専門相談（予め予約が必要です） 

法　　律 13：00～16：00

医　　療 

痴　　呆 

税　　金 

公的年金・保険 

健康・介護 

13：00～15：30

3、10、17 
24、27

5

19

4

14

13

3、10、17 
24、27

5

19

4

14

13

14：00～16：00

10：00～12：00

13：30～15：30

10：00～16：00

■申込先 
　与板地区交通安全協会（与板警察署内） 
■必要なもの 
①写真１枚（6ヶ月以内に撮影したもの） 
②住民票１通（本籍地の記載してあるもの） 
③印鑑 
④新潟県収入証紙¥4,050（銀行で購入） 
■受付時間 
　午前8時30分～午後4時（月曜～金曜まで） 
■原付バイク講習日 
　○場　　所…大河津自動車学校 
　○日　　時…3月16日（日）・4月20日（日） 
　　　　　　　6月22日（日）・7月27日（日） 
　　　　　　　8月24日（日）・9月28日（日） 
　　　　　　　11月16日（日） 
　○時　　間…午前８時～１１時まで 

   

　
税
理
士
会
長
岡
支
部
で
は
、
『
税
理

士
は
あ
な
た
と
暮
ら
し
の
相
談
相
手
』

と
し
て
、
毎
月
２
回
の
無
料
税
務
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

■
相
談
場
所 

　
関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部
事
務
局 

■
相
談
日
時 

　
毎
月
第
１
、
第
３
の
水
曜
日 

　
午
前
９
時

 30
分
よ
り
正
午
ま
で 

■
相
談
内
容 

　
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般
で
す
。 

■
相
談
方
法 

 （１）
税
理
士
が
直
接
面
談
し
て
お
答
え
し

ま
す
。 

 （２）
税
理
士
に
は
法
律
に
よ
り
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 （３）
相
談
内
容
を
説
明
で
き
る
資
料
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

 （４）
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

※
税
理
士
業
務
は
税
理
士
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
の
以
外
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
ニ
セ
税
理
士
」
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

■
問
合
わ
せ 

　
関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部 

　
〒
９
４
０
―
１
１
５
１ 

　
長
岡
市
三
和
３
丁
目
８
番
地

 16 

　
（
q

 33
―
８
０
８
０
） 

   

　
土
壌
汚
染
対
策
法
が
平
成

 15
年
２
月

 15
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。 

　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
土

地
の
所
有
者
等
は
、
土
壌
汚
染
の
状
況

を
国
の
指
定
を
受
け
た
「
指
定
調
査
機

関
」
に
調
査
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
県
知

事
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
す
。 

■
調
査
条
件 

◎
使
用
が
廃
止
さ
れ
た
特
定
有
害
物
質

を
製
造
、
使
用
し
た
り
そ
の
処
理

を
す
る
水
質
汚
濁
防
止
法
の
特
定

施
設
に
係
る
工
場
や
事
業
場
の
敷

地
で
あ
っ
た
土
地 

◎
土
壌
汚
染
に
よ
っ
て
人
の
健
康
被
害

が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
県
知

事
が
認
め
た
土
地   

■
調
査
結
果 

  

調
査
に
よ
り
、
土
壌
汚
染
が
認
め
ら

れ
た
土
地
は
、
知
事
か
ら
「
指
定
区
域
」

に
指
定
さ
れ
公
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

台
帳
が
作
成
さ
れ
公
開
さ
れ
ま
す
。 

■
指
定
地
域 

「
指
定
区
域
」
内
は
、
土
壌
汚
染
に
よ

り
人
の
健
康
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
、
県
知
事
は
土
地
所
有
者
等

に
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
知
事
が
命

令
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
「
指

定
区
域
」
内
で
土
地
の
形
質
変
更
す
る

場
合
に
は
県
知
事
に
届
け
出
を
す
る
こ

と
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

   

　
平
成

 14
年
５
月

 30
日
か
ら
建
設
リ

サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、一
定
規
模
以

上
の
工
事
に
は
分
別
解
体
と
再
資
源

化
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

家
を
建
て
替
え
る
な
ど
の
工
事
を
発

注
す
る
人
（
家
主
な
ど
）は
、工
事
が
始

ま
る
７
日
前
ま
で
に
必
ず
届
出
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
未
届
出
で
工
事
を
し
た
場
合
は
、
家

を
建
て
替
え
る
な
ど
の
工
事
を
発
注
し

た
人
（
家
主
な
ど
）
に

 20
万
円
以
下
の

罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。 

■
対
象
と
な
る
工
事
の
規
模 

                

■
届
出
先 

  

工
事
が
行
わ
れ
る
区
域
を
所
管
す
る

土
木
事
務
所
へ
。 

 
 

 

10

2月の納税・納入 
固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○ 

○

○ 

○ 

2月 

水 木 金 土 火 月 日 

役場　q74－3111　FAX74－2791

2月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■休日救急当番医表 

■お問い合せ及び連絡先 
長岡赤十字病院  
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 西 病 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  

区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

   2日（日） 

    9日（日） 
  11日（祝） 
  16日（日） 
  23日（日） 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間 
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（q35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（q33－9644） 

内科・小児科・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

q28－3600 
q35－3700 
q33－3111 
q27－8500 
q32－3262 
q27－7755

斎 藤 医 院  
杉 本 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマト・レディス・クリニック 
丸 岡 医 院  

q32－4499 
q32－1546 
q21－0800 
q39－7111 
q39－2422

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

 

                                     1  

  2 3 4 5 6 7 8  

  9 10 11 12 13 14 15 

 16 17 18 19 20 21 22 

 23 24 25 26 27 28

セ ントポ ーリア  
ウィメンズクリニック 
杉 本 医 院  
長 岡 西 病 院  
明 石 医 院  
斎 藤 医 院  

立 川 綜 合 病 院  
 
長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 赤 十 字 病 院  

『第２７回小千谷風船一揆』 

◆期　日／２月22日（土）～23日（日） 
◆会　場／小千谷市西中 
◆内　容／熱気球大会を主体に、雪上イベント等、盛

　　　　りだくさんの内容となっています。 
◆問合せ／小千谷市商工観光課（q 83－3512） 

『栃掘裸押合大祭』　　　　　　　　　　　　　　 

小千谷市 

栃尾市 

川口町 

◆期　日／２月８日（土） 
◆会　場／栃掘巣守神社 
◆内　容／男達が毘沙門天像の前で「サンヨ、サンヨ」の掛け声で

　　　　　 押し合い、福礼を奪い合う勇ましい祭です。 
◆問合せ／栃掘区事務所　（q 52－3521） 

『雪洞火ぼたる祭』 

◆期　日／２月８日（土）～９日（日） 
◆会　場／川口町キャンパス川口周辺 
◆内　容／夕闇に包まれると、ろうそくの灯りがほん

のりと浮かびあがり、あなたを幻想的な雰
囲気に誘います。 

◆問合せ／川口町企画商工課（q 89－3112） 
 

児
童
手
当
受
給
者 

　
　
　
　
の
み
な
さ
ん
へ 

長
岡
・
小
千
谷
地
区 

　
　
合
同
就
職
面
接
会 

Ｑ
　
歯
周
病
が
進
む
と
心
筋
梗
塞
、

肺
炎
、
糖
尿
病
に
関
係
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
が
、
口
の
中
の
病
気

か
ら
全
身
の
病
気
に
影
響
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？
 

 Ａ
　
歯
周
病
が
必
ず
全
身
の
病
気

を
引
き
起
こ
す
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
「
進

行
し
た
歯
周
病
の
あ
る
種
類
の
歯

周
病
菌
が
、
歯
ぐ
き
の
毛
細
血
管

か
ら
全
身
の
血
管
に
入
り
込
み
、

他
の
臓
器
の
病
気
の
誘
因
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
 

 

　
心
筋
梗
塞
の
場
合
は
、
心
臓
の

血
管
に
入
り
込
ん
だ
歯
周
病
菌
の

毒
素
が
血
液
を
固
ま
ら
せ
、
血
栓

を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
肺
炎
の
場
合
は
、

免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
お
年
寄

り
な
ど
で
、
気
管
支
や
肺
に
歯
周

病
菌
が
住
み
着
い
て
、
肺
炎
を
誘

発
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
場
合
、
歯

周
病
菌
が
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
を

細
胞
に
取
り
込
む
こ
と
を
阻
害
し
て
、

高
血
糖
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
日
頃
か
ら
正
し
い
歯
の
磨
き
方

を
心
が
け
、
歯
科
医
院
で
定
期
健

診
を
受
け
て
、
歯
周
病
を
予
防
、

改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
 

 
 
 
（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）
 

 
 

 
                       

　
２
月
期
の
児
童
手
当
（
平
成

 14
年

 10

月
か
ら
平
成

 15
年
１
月
分
）
を
２
月

 10

日
に
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に

お
振
込
み
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

■
支
給
額 

　
第
１
子
…
…
５
、０
０
０
円
（
月
額
） 

　
第
２
子
…
…
５
、０
０
０
円
（
月
額
） 

　
第
３
子
…
１
０
、０
０
０
円
（
月
額
） 

■
支
給
対
象
者 

・
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
者 

・
前
年
の
収
入
が
一
定
額
に
満
た
な
い

も
の 

   

■
日
　
時
／
２
月

 13
日

 （木） 

　
　
　
　
　
午
後
１
時

 30
分
〜
４
時 

■
場
　
所
／
ハ
イ
ブ
長
岡 

■
内
　
容
／
参
加
企
業
と
の
個
別
面
接
、 

　
　
　
　  

適
職
判
定 

　
　
　
※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。 

■
お
問
合
せ
先 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
・
学
卒
担
当 

　
（
q

 32
―
１
１
８
１
） 

 



更
年
期
相
談
会
の 

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

２
月
は
新
潟
県
の 

労
働
相
談
強
化
月
間
で
す 

13  

1．新潟地方法務局長岡支局が管轄する商業・法人（会社や財団法
人等）の登記事務処理を、平成15年2月10日（月）からコンピュー
タにより取り扱います。 
 
《コンピュータにより取り扱う業務》 
・株式会社及び有限会社等の会社の登記事務 
・社団法人、財団法人及び事業協同組合等の法人の登記事務 
《コンピュータにより取り扱わない業務》 
・平成15年2月10日より前に閉鎖された会社及び法人の登記事務 
・解散や破産等の登記がされている会社及び法人の登記事務 
 
　商業・法人登記事務がコンピュータ処理に変わることにより、現行の登記
簿謄本（抄本）に代わり、「登記事項証明書」を発行します。手数料は1通
1000円（10枚まで）です。また、コンピュータ化後は、登記簿の閲覧の制度
はなくなり、会社等の商号や本店等を記載したものを「登記事項要約書」と
して発行します。手数料は1登記記録（会社又は法人1社）500円（5枚まで）
です。現行の商業・法人登記簿は、コンピュータ化に伴い閉鎖されますが、閉
鎖登記簿として謄本（抄本）の請求や閲覧をすることができます。 
　詳しくは、新潟地方法務局長岡支局（q0258－33－5111）にお問合わせ
ください。 
 
2．商業・法人登記事務のコンピュータ処理の開始により、インターネットで登
記事項を確認することができる登記情報提供サービスの取り扱いが同時に
開始されます。 
　登記情報提供サービスについてのお問合わせ先は次の通りです。 
財団法人　民亊法務協会 
ＵＲＬ　http://www1.touki.or.jp/ 
メール　info@touki.or.jp 
電　話　03－5297－3751 

農
業
従
事
者
な
ら 

　
　
　
　
　 

だ
れ
で
も
加
入 

●
 60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
あ
っ
て
年
間
 60
日

以
上
農
業
に
従
事
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

●
農
地
を
持
た
な
い
農
業
者
や
家

族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 積
立
方
式
で
安
定
し
た 

　
　
　
　
　
　
　 

財
政
運
営 

●
将
来
受
給
す
る
年
金
は
自
ら
が

積
み
立
て
る
方
式
と
な
り
ま
す

の
で
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

も
対
応
で
き
、
長
期
間
に
安
定

し
た
制
度
で
す
。 

●
確
定
給
付
型
で
は
な
く
確
定
拠

出
型
の
積
立
方
式
で
あ
る
た
め
、

運
用
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

安
定
し
た
運
営
が
可
能
で
す
。 

 積
立
金
は
安
全
か
つ 

　
　
　
　
　 

効
率
的
に
運
用 

●
積
み
立
て
ら
れ
た
保
険
料
は
農

業
年
金
基
金
が
債
権
を
中
心
に

安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
し
ま

す
。 

●
年
金
原
資
の
積
立
期
間
は
安
定

性
に
配
慮
し
つ
つ
有
利
な
運
用

を
、
年
金
支
給
期
間
は
全
額
債

権
で
安
全
性
を
重
視
し
た
運
用

を
行
い
ま
す
。 

 

保
険
料
の
手
厚
い
国
庫
助
成 

●
認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を

備
え
た
意
欲
の
あ
る
担
い
手
に

対
し
、
保
険
料
（
月
額
２
万
円
）

の
２
割
、
３
割
又
は
５
割
の
政

策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
助
成
）

が
あ
り
ま
す
。 

 保
険
料
を
自
由
に
選
択 

●
政
策
支
援
を
受
け
な
い
場
合
、

保
険
料
を
月
額
最
低
２
万
円
か

ら
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
千
円

単
位
で
加
入
者
自
身
が
選
択
で

き
ま
す
。
減
額
・
増
減
も
任
意

で
す
。 

 税
制
面
で
も
大
き
な 

　
　
　
　
　
　
　 

優
遇
措
置 

●
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
年
金
給
付

に
つ
い
て
も
公
的
年
金
等
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

  80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た 

　
　
　
　
　
　
　 

終
身
年
金 

●
年
金
は
終
身
受
給
で
き
ま
す
。

加
入
者
や
受
給
者
が
 80
歳
に
な

る
前
に
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

 80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
と
仮
定

し
た
金
額
を
死
亡
一
時
金
と
し

て
遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。 

 
 

   

　
労
政
事
務
所
は
労
働
に
関
す
る
相
談

に
常
時
応
じ
て
い
る
県
の
機
関
で
す
。 

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

弁
護
士
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相
談

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
要
予
約
） 

■
相
談
時
間
／
月
曜
日
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
（
休
日
を
除
く
） 

■
相
談
場
所
／
長
岡
労
政
事
務
所
　 

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
長
岡
総
合
庁
舎
３
階 

■
電
　
話 

　
（
q
０
２
５
８
―

 37
―
６
１
１
０ 

　
　
　
　
　
（
ろ
う
ど
う
１
１
０
番
） 

 

   

　
身
体
が
カ
ー
と
熱
く
な
る
、
頭
痛
や

め
ま
い
が
起
き
る
、
夜
眠
れ
な
い
…
こ

れ
が
更
年
期
症
状
な
の
か
し
ら
？
と
考

え
て
い
る
方
、
病
院
に
行
く
ほ
ど
で
は

な
い
け
ど
な
か
な
か
症
状
が
な
お
ら
な

い
と
い
う
方
、
専
門
医
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

　
個
別
相
談
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

■
日
　
時
／
２
月

 27
日

 （木） 

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時 

  

■
場
　
所 

　
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所 

　
１
階
　
会
議
室 

　
（
長
岡
市
川
崎
町
前
田
２
７
１
１
番
地
１
） 

■
相
談
医 

　
長
岡
中
央
綜
合
病
院 

　
副
院
長
（
産
婦
人
科
部
長
） 

　
加
藤
　
政
美
　
先
生 

■
申
込
締
切 

　
２
月

 25
日

 （火）
ま
で 

■
お
問
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先 

　
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所 

　
地
域
保
健
課
　
地
域
保
健
担
当 

　
（
q

 33
―
４
９
３
１
） 

 

分
水
桜
ま
つ
り
お
い
ら
ん
道
中 

　
　
お
い
ら
ん
役
を
大
募
集
!!
 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
の 

一
部
負
担
金
の 

助
成
に
つ
い
て 

　 12

平
成
15
年
度
電
気
通
信 

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
の 

募
集
に
つ
い
て 

司
法
書
士
に
よ
る 

相
続
登
記
の
無
料
相
談 

月
間
の
お
知
ら
せ 

 

お
詫
び
と
訂
正 

 広
報
１
月
号

 19
頁
で
賞
の
名
前
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お

詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

 

正
　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞 

誤
　
新
潟
県
社
会
福
祉
議
会
長
賞 

 

善
意
を
あ
り
が
と
う 

 

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
和
島
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
次
の
方
よ
り
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
小
島
谷
　
　
福
　
太
郎 

様 

   

　
分
水
桜
ま
つ
り
の
「
お
い
ら
ん
道
中
」

は
珍
し
い
行
事
と
し
て
、
全
国
的
に
も

有
名
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
主
役
で
あ

る
「
信
濃
太
夫
」
・
「
桜
太
夫
」
・
「
分

水
太
夫
」
の
三
太
夫
役
を
次
の
通
り
募

集
し
て
い
ま
す
。 

■
応
募
資
格 

 （１）
年
齢

 18
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
く
） 

 （２）
身
長
１
５
０
〜
１
６
５

 cm
位
の
健
康

な
女
性 

 （３）
未
婚
、
既
婚
・
住
所
は
問
い
ま
せ
ん 

■
応
募
方
法 

 （１）
写
真
２
枚
（
上
半
身
、
カ
ラ
ー
で
正

面
・
側
面
各
１
枚
【
サ
ー
ビ
ス
版
】

を
同
封
し
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
身
長
・
年
齢
を
記
入
の
う
え
、

分
水
町
観
光
協
会
へ
郵
送
ま
た
は

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 （２）
写
真
は
後
日
返
送
い
た
し
ま
す
。 

■
応
募
期
間 

　
２
月
１
日

 （土）
〜

 28
日

 （金）
必
着 

■
そ
の
他 

 （１）
応
募
者
の
中
よ
り
書
類
審
査
で
選
考

し
、
二
次
審
査
（
面
接
）
に
よ
り

決
定
し
ま
す 

 （２）
審
査
は
一
般
の
方
に
は
公
表
し
ま
せ
ん 

 （３）
夜
間
３
回
位
練
習
が
あ
り
ま
す 

■
お
い
ら
ん
道
中
日
程 

・
分
水
桜
ま
つ
り 

４
月

 11
日
〜

 24
日 

・
お
い
ら
ん
道
中
前
夜
祭 

４
月

 19
日 

・
お
い
ら
ん
道
中
　
　
　 

４
月

 20
日 

 

◎
応
募
先
…
分
水
町
観
光
協
会 

（
〒
９
５
９
―
０
１
９
５
　 

　
　
分
水
町
地
蔵
堂
２
６
８
７
―
３
） 

受
付
時
間
…
午
前
８
時

 30
分
〜
午
後
５

時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
） 

q
０
２
５
６
―
９
７
―
２
１
１
１ 

（
分
水
町
役
場
内
） 

    
　
総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

を
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
電
気

通
信
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
利
用
者
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
幅
広
く
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
今
後

の
電
気
通
信
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

平
成

 15
年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。 

■
活
動
内
容 

・
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
へ
の
回
答
（
年
２
回
実
施
予
定
、

全
員
） 

・
総
務
省
が
各
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年
１
回
開
催

予
定
、
別
途
出
席
を
お
願
い
す
る
方
） 

■
応
募
資
格 

　
電
気
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ
る
満

 20
歳

以
上
の
方
で
、
前
記
の
活
動
を
行
う
こ

と
が
可
能
な
方
。
た
だ
し
、
総
務
省
及

び
電
気
通
信
事
業
者
に
勤
務
経
験
の
あ

る
方
並
び
に
そ
の
方
の
ご
家
族
を
除
き

ま
す
。 

■
委
嘱
期
間 

　
平
成

 15
年
４
月
１
日
か
ら 

　
平
成

 16
年
３
月

 31
日
ま
で 

■
募
集
人
員 

　
新
潟
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

 20
名 

（
全
国
で
１
、０
０
０
名
程
度
） 

■
応
募
方
法 

　
は
が
き
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
及
び
応
募
の
動
機
を
記
入
し
、

表
面
に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
記
入
の

上
、
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
あ
て
に

郵
送
し
て
下
さ
い
。 

　
な
お
、
は
が
き
以
外
で
の
応
募
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。 

■
募
集
期
間 

　
２
月

 21
日

 （金）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
） 

■
謝
　
金 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
及
び
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
ご
出
席

い
た
だ
い
た
方
に
別
途
謝
金
を
お
支
払

い
し
ま
す
。 

■
選
考
結
果
の
通
知 

　
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
方
に
、
平

成
 15
年
３
月
末
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
通

知
し
ま
す
。
な
お
、
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
方
に
は
通
知
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
先
・
問
合
わ
せ
先 

総
務
省
　
信
越
総
合
通
信
局
　
情
報
通

信
部
　
電
気
通
信
事
業
課 

〒
３
８
０
―
８
７
９
５ 

長
野
市
旭
町
１
１
０
８
番
地 

（
q
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
４
８
） 

              

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
2

月
の
１
ヶ
月
間
を
『
相
続
登
記
は
お
済

で
す
か
月
間
』
と
定
め
相
続
登
記
に
つ

い
て
の
県
内
一
斉
無
料
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士
事

務
所
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
や
諸
手
続
き
に
つ
い
て
、
無

料
で
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
１
年
を
通
じ
て
毎
週
水
曜
日
の

午
後
１
時

 30
分
よ
り
４
時
ま
で
左
記
に

て
無
料
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
「
司
法
書
士
無
料
相
談
」 

（
q
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９
） 

◎
不
明
な
点
は
新
潟
県
司
法
書
士
会
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

新
潟
県
司
法
書
士
会 

〒
９
５
１
―
８
０
６
３ 

新
潟
市
古
町
通

 13
番
地
５
１
６
０
番
地 

q
０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９ 

    

　
和
島
村
で
は
安
心
し
て
子
供
を
生
み

育
て
る
環
境
整
備
の
ひ
と
つ
に
乳
児
（
０

歳
児
）
幼
児
（
通
院
費
に
つ
い
て
は
１
・
２

歳
児
、
入
院
に
つ
い
て
は
１
・
２
・
３
歳
児

対
象
）の
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
お
子
さ
ん
が
病
院
に

か
か
っ
た
場
合
、
ピ
ン
ク
の
用
紙
（
国
民

健
康
保
険
は
い
り
ま
せ
ん
）
を
提
出
し
、

一
部
負
担
金
（
通
院
１
回
５
３
０
円
・
入

院
１
日
１
、２
０
０
円
）
を
支
払
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
申
請
に
よ
っ
て
一

部
負
担
金
も
助
成
さ
れ
ま
す
。 

■
申
請
手
続
き 

領
収
書
・
保
険
証
・
受
給
者
証
・
保
護

者
の
通
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
住

民
課
保
健
衛
生
係
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

◎
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
・
保
健
衛
生

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

（
q

 74
―
３
１
１
１
） 
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